
【県指定・有形文化財（彫刻）】

久保観音堂の木造菩薩立像（平成30年４月20日指定）

く ぼ か ん の ん ど う も く ぞ う ぼ さ つ り ゆ う ぞ う

○ 所在地 指宿市西方8161－1

○ 所有者 久保地区

○ 特 徴

指宿市西方の久保観音堂にまつられているうちの１つで，ヒノキ材とみられる

針葉樹材製の，一木造り，像高67.4㎝の木造菩薩立像です。平安時代後期（12世紀）
いちぼくづく

の作と考えられ，南薩地域では最古に属する仏像です。

当該地域や鹿児島県全体の仏教美術史や歴史を知る上で重要な作例であり，廃
はい

仏毀釈から毀滅を免れた稀少な仏像として貴重です。
ぶつ き しやく き めつ


